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研究成果の概要（和文）：研究課題では，情報拡散現象における不拡散状況の観測ならびに現象の解明を目的とした．
それに対して，シミュレーションと実データの両面から，情報拡散現象における，マクロ的・ミクロ的な特徴を検討す
ることで「デマの壁」の存在に関して検証する研究である．
本提案課題では，まずは，シミュレーションを利用したモデルの検討を行った．具体的には，ノードの行動モデルから
と，ネットワーク構造の視点からのモデル化を行い，それらが情報拡散減少に与える影響を分析し，情報拡散を抑える
「壁」のようなものが現れる条件を検討した．そして，これらから得た知見を実データにおける情報拡散現象との比較
を行った．

研究成果の概要（英文）：In this research proposal, we aims to figure out what elements disturb 
information diffusion process. We call the phenomena "The Grate Wall of false rumor". We work on this 
research problem with real data analysis and computer simulation.
First of all, we make some model of information diffusion; one is user model in view of micro, other is 
network structure model in view of macro. We make it clear what elements suppress the information 
diffusion by two phase approaches.

研究分野： 複雑系ネットワーク

キーワード： 情報拡散　ソーシャルネットワーク
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１．研究開始当初の背景 
“6 次の隔たり”と言われるように，社会

は少ない隔たりでつながっていると言われ
る．それが正しいならば，社会に存在するす
べての情報に容易にアクセスできてもよい
が，実際に手できる情報は偏ったものでしか
ない．特に，先の大震災では，まるで壁があ
るかのように，デマそのものではなくデマの
否定情報しか知る機会がないことがあった．
我々は，この様にメディア内に存在する情報
拡散の阻害や修正をしている何かを“デマ
の壁”と呼ぶ． 
既存の拡散モデルにて，この現象の再現を

試みても，ある特定のノードのみ情報が伝わ
らないような状況の再現はできない．我々は，
その理由として，メディア内に情報のフィル
タリングや修正を行う“壁”が存在すると
仮説を立てている．本提案課題では，実デー
タとシミュレーションを活用して，“壁”の
発生条件の検証と，この現象を再現可能な情
報拡散モデルを提案する． 

 
２．研究の目的 
本提案課題では，ソーシャルメディア内に

情報拡散を阻害・修正する" 壁" が存在する
可能性を示唆するデータはすでに得ている．
しかしながら，その証明と工学的応用性は見
出せていなことから，“デマの壁” の存在をシ
ミュレーションと実データから構成論的手
法により発生条件を明らかにするとともに，
それを再現する情報拡散モデルを提案する
つまり，“デマの壁” 仮説の発生条件を明らか
にすることで，伝達を行う主体の近隣の環境
も含めた伝搬行動のモデル化を行う．これら
に基づき，情報拡散範囲や効果の予測モデル
を構築し，その精度を高める方法を明らかに
する． 

そして，“デマの壁" を明かにすることは，
情報拡散におけるより現実的な伝達限界の
予測を可能することで，ネットワーク上の情
報拡散モデルの新しい展開に貢献できる．さ
らに，より多くのデータを用いた情報拡散状
況を分析することで，口コミを応用した情報
拡散の効果の正確な予測の実現が期待でき
る． 

 
３．研究の方法 
提案課題において，以下の 3 つの課題と，

それぞれに対してサブテーマを設定した． 

1) 情報拡散過程の分析 
(ア) ソーシャルメディアデータにおける

情報拡散過程の抽出・分析 
(イ) 情報拡散シミュレータの構築，情報

拡散過程の分析 
2) “デマの壁" の状況を再現できる情報拡

散シミュレーションモデルの構築 
3) 情報拡散効果の予測・評価モデルの構

築と検証 
(ア) ソーシャルメディアデータにおける

情報拡散過程の抽出・分析 
(イ) 情報拡散シミュレータの構築，情報

拡散過程の分析 
 
これらの課題に対して，実データの分析

を行うとともに，ミクロ・マクロ両面のモ
デルを構築してシミュレーションすること
で「デマの壁」の存在の検証を進めた． 

 
４．研究成果 
本研究では，まず，ネットワークの構造と

情報拡散における基本的な性質を検討する
ために，情報拡散における基本的なモデルで
ある SIRモデルと人工ネットワークをもちい
て確認をおこなった． 
具体的には，すでに既存研究で検証が行わ

れているランダムグラフ，スケールフリーネ
ットワークにおける SIRモデルでの情報拡散
過程を確認するとともに，仮想的な壁として
考えられるネットワーク構造内の密度の変
化(コミュニティ)による拡散への影響を確
認した． 

 
マクロ的に均質的な構造を持つネットワ

ークでは，それぞれ既存研究と同様な結果を
示すとともに，ネットワークの構造的特徴は
拡散の速度にのみ影響を与え，拡散の範囲は
拡散モデルにおける拡散の核となる情報の
TTLが影響を与えているに過ぎなかった． 



これらの知見をもとに，ネットワーク同士
を結合したグラフ上での拡散では拡散範囲
にどのような影響が出るかを確認したとこ
ろ．グラフ間の密度が高まるか情報核の TTL
が長くなることで拡散範囲が大きく異なる
ことが確認された．このことから，既存モデ
ルではコミュニティ間のつながりは拡散の
速度を密な部分に比べて速度を下げること
はあっても，拡散を止めるような存在ではな
く，ましてや当初想定したデマをデマ訂正情
報に変換させる役割を果たすものではない
ことが確認された． 
そこで，ノードの行動モデルからと，ネッ

トワーク構造の視点からのモデル化を行い，
それらが情報拡散減少に与える影響を分析
し，情報拡散を抑える「壁」のようなものが
現れる条件を検討した． 
ウィルスの拡散モデルとして有名である

SIR モデルを情報拡散に拡張したモデル
(AIDM) を用いて， スケールフリー上での情
報拡散状況を分析した． 
SIR モデルの拡張要素は， 以下の点にな

る． 
1. ある情報の保持と， その情報の否定情

報の保持 
2. 情報感度(閾値モデル) の導入 
3. 1 回以上の情報拡散行動を可能とする 
1 は単なる情報拡散だけではなく， 情報

に対して否定や訂正が入ることも考慮した
モデルとしている． そして，2 では接触に
対して確率的に感染するカスケードモデル
としてではなく， 接触を繰り返すことで行
為へのトリガーを蓄積する閾値モデルとす
ることで， 近接ノード数だけでなく周囲の
構造により情報伝搬が決定するモデルとし
ている． そして， 我々は同じ内容の情報を
1 度だけではなく複数回拡散することもあ
るため，  SIRS
モデルに近い形
状態遷移を可能
とするモデルを
導入する．下の
図は，爆発的な
情報拡散(バー
スト )が１回の
みの時と複数回
生じた状況を再
現したシミュレ
ーションの結果
である 

 
さらに，本研究では，複雑系ネットワーク

における複数の構造的特徴に着目し，ネット
ワーク構造の特徴が情報拡散に与える影響
を分析した．そのために，まず任意に要求さ
れた特徴を持つネットワークを生成する手
法として，貪欲なネットワーク成長モデルを
提案した．この手法は，既存手法を用いてネ
ットワーク候補を生成し，その中から最適な
ネットワークを逐次的に探索する手法であ
る．この手法によって，任意の特徴量を持つ
ネットワークを生成することが可能となっ
た．提案モデルによって生成されるネットワ
ークは，従来の情報拡散に用いられていた
様々なモデルを包括しており，さらに従来法
では生成できなかったネットワークについ
ても生成できることが示された． 
さらに，提案したネットワークモデルに基

づき，様々な特徴を持つネットワークを生成
し，それぞれにおいてどのような構造を持っ
たネットワークが情報拡散に適しているか
を分析した．決定木分析，相関分析などの結
果，平均経路長，同類選択制が情報拡散影響
を与えることを示した．また，これによって
情報拡散をスムーズに行うネットワーク構
造がどのような物かを明らかにすることに
成功した． 
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